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好好好好評発

福井県立恐竜博物館カレンダー2019福井県立恐竜博物館カレンダー2019
今回のテーマは「恐竜博物館に展示されている実物恐竜骨格化石」です。
常設展示に展示されている実物化石の恐竜骨格標本10体と、
発掘調査30周年の成果として国の天然記念物に指定された
5種類の恐竜実物化石を、「おすすめコース」順に並べています。
また、それらの恐竜の復元模型も掲載することにより、見応えのあるカレンダーになっています。

今回のテーマは「恐竜博物館に展示されている実物恐竜骨格化石」です。
常設展示に展示されている実物化石の恐竜骨格標本10体と、
発掘調査30周年の成果として国の天然記念物に指定された
5種類の恐竜実物化石を、「おすすめコース」順に並べています。
また、それらの恐竜の復元模型も掲載することにより、見応えのあるカレンダーになっています。

サイズ／525×380㎜　仕上げ／ホットメルト製本　計14枚　1,200円（税込）/部サイズ／525×380㎜　仕上げ／ホットメルト製本　計14枚　1,200円（税込）/部

お問合わせ
お申し込み

年賀状印刷
承り中

「愛×数学
×短歌」 「ねこの商売」

「私が誰か
わかりますか」

横山　明日希／編著
河出書房新社

林原　玉枝／文
福音館書店

谷川　直子／著
朝日新聞出版

恋の為相手を測ろう頑張るも何も測れ
ず平均代入－。数学同好会に所属する
男子と文芸部の女子。惹かれ合うふた
りのストーリーとともに、Ｔｗｉｔｔｅｒ
に投稿された愛をテーマにした数学短
歌を紹介する。

ある朝、おまんじゅうやの幸福堂の前
に、「まねきねこ派遣協会」のはり紙
がはってありました。幸福堂は、この頃
さっぱり売れゆきがよくないので、まね
きねこをたのんでみることに。すると、
かわいい三毛ねこがやってきて、いき
なりお昼寝をはじめて…。

桃子と友人三人は、長男の嫁として
介護を背負わされ疲れきっていた。血
縁関係がないからこそ、世間体から
逃れられず、介護を投げ出せない女
たち。文藝賞受賞の実力派作家が、自
らの体験に基づいて介護と看取りを
描いた小説。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書
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勝山市正式競技出場選手の軌跡
（
入
賞
者
の
み
成
績
記
載
、
敬
称
略
）

市民の皆さま、ご協力・ご声援ありがとうございました

福井しあわせ元気国体2018 福井しあわせ元気大会2018
セーリング 卓　球

フライングディスク

バレーボール 陸　上

アーチェリー

バレーボール

陸　上

グランドソフトボール

バドミントン

伊勢田　愛
（村岡町浄土寺）

成年女子国体ウインドサー
フィン級　優勝

新田　鉄也（旭町２）
男子２部　３位

川崎　常美
（九頭竜ワークショップ）
アキュラシー　８位
ディスタンス　４位

杉平　昂礼（本町３）
少年男子　２位

木村　こず枝
(九頭竜あさひけやホーム)

女子壮年　２位

松本　浩一
（九頭竜ワークショップ）
アキュラシー　７位
ディスタンス　５位

椿山　竜介
（野向町深谷出身）

畑　好美
(九頭竜あさひけやホーム)
砲丸投(2部)　優勝

ソフトボール投(2部)　優勝

植村　美義
（九頭竜ワークショップ）

リカーブ　３位

北坂　政敏（旭毛屋町）

水野　啓子
(九頭竜あさひけやホーム)
ジャベリックスロー (2部)　優勝
50ｍ走(2部)　優勝(大会新)

山口　智也（北郷町伊知地）
50ｍ走(少年)　7位

ソフトボール投(少年)　2位

山岸　沙也加（元町１）
少年女子Ｂ100ｍ
成年少年女子共通

４×100ｍリレー

下川　吉斗（郡町２）

斎藤　悠介
（遅羽町蓬生）

太田　圭亮
（旭町２）
成年男子６人制

松川　直弘（荒土町松田）
天皇杯　３位
成年男子　５位

山口　茜
（平泉寺町小矢谷出身）

三觜　賢（北市　※監督）
皇后杯　３位

成年女子　準優勝

松村　諒（鹿谷町北西俣）
天皇杯　３位
少年男子　５位
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全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー

ム
に
開
催
県
の
福
井
県
を
加
え
た
、

男
女
各
７
チ
ー
ム
が
２
日
間
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
男
子
は
、
福
井
南
特
別
支

援
学
校
の
生
徒
と
卒
業
生
が
主
体
と

な
り
６
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま

た
、
福
井
県
女
子
は
３
年
前
に
発
足

し
、
そ
れ
ぞ
れ
初
心
者
ば
か
り
で
し

た
が
、
練
習
を
積
み
重
ね
、
こ
の
大

舞
台
に
出
場
し
、
そ
の
成
果
を
ぶ
つ

け
ま
し
た
。

　

結
果
は
ど
ち
ら
も
１
回
戦
で
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
行
わ
れ

た
交
流
戦
で
も
全
国
の
強
豪
に
食
ら

い
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
か
ら
は
「
精
い
っ
ぱ
い

の
プ
レ
ー
が
で
き
た
」「
勝
て
な
く
て

悔
し
か
っ
た
が
、
声
援
が
力
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
試
合
を
楽

し
み
力
を
出
し
き
っ
た
様
子
で
し
た
。

皇
太
子
殿
下
が
試
合
を
御
観
戦

　

皇
太
子
殿
下
は
13
日
、
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
で
チ
ー
ム
福
井
の
試
合
を
御

観
戦
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
御
観
戦

後
に
は
大
会
運
営
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
と
御
交
流
さ
れ
、
そ
の
活

動
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
沿
道
に
は
、
皇
太
子
殿
下

を
お
出
迎
え
、
ま
た
は
お
見
送
り
し

よ
う
と
多
く
の
市
民
が
並
び
ま
し

た
。
市
民
が
旗
を
振
る
と
、
皇
太
子

殿
下
は
笑
顔
で
手
を
振
り
返
さ
れ
ま

し
た
。

　

勝
山
市
で
行
わ
れ
た
、
正
式
競

技
の
ク
レ
ー
射
撃
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
）

を
は
じ
め
公
開
競
技
な
ど
で
、
環

境
美
化
や
お
も
て
な
し
、
手
話
通

訳
な
ど
大
勢
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
環
境

美
化
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
マ
ス

コ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
旗
の
作
成
な
ど

に
多
く
の
市
民
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
選
手
た
ち
が
気
持
ち
よ
く

勝
山
市
を
訪
れ
る
環
境
が
整
備
で

き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

強
豪
相
手
に
県
勢
が
奮
闘

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
）

時 

10
月
13
・
14
日　

所 

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

正式競技

福井県男子福井県男子

福井県女子福井県女子

国体・大会へのボランティア参加
ありがとうございました

御観戦の様子御観戦の様子



5 　　 広報かつやま11月号 №768

矢　

口　

小
百
合
（
29
）

＝
栄
町
5
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
女
子　

８
位

坂　

下　

将　

崇
（
29
）

＝
元
町
３
＝

　

第
49
回
全
国
選
抜
社
会
人
相
撲

選
手
権
大
会　

団
体　

ベ
ス
ト
８

（
全
福
井
）

永　

下　

尚　

也
（
27
）

＝
滝
波
町
１
＝

　

第
９
回
国
際
ク
ラ
ス
別
パ
ラ
卓

球
選
手
権
大
会　

ダ
ブ
ル
ス
戦

（
ク
ラ
ス
９
〜
Ｓ
）　

優
勝　

他

フ
ァ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル
ズ

　

２
０
１
８
全
日
本
綱
引
選
手
権

大
会　

女
子
の
部
（
５
０
０
㎏
）　

優
勝　

他

松　

川　

直　

弘
（
29
）

＝
荒
土
町
松
田
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会　

バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
会　

成
年
男
子 

５
位

伊
勢
田　
　
　

愛
（
31
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会　

セ
ー

リ
ン
グ
競
技
会　

成
年
女
子　

優

勝中　

村　

愛　

花
（
20
）

＝
滝
波
町
１
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会　

自
転

車
競
技
会　

チ
ー
ム
・
ス
プ
リ
ン

ト
女
子　

２
位

中　

村　

康　

博
（
46
）

＝
滝
波
町
１
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会　

成
年
男
女　

福
井
県
（
Ｂ
）　

優
勝

石　

井　

真　

由
（
37
）

＝
本
町
４
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会　

成
年
男
女

混
合　

福
井
県
（
Ａ
）　

２
位

平　

泉　

博　

子
（
52
）

＝
旭
町
１
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会　

成
年
男
女

混
合　

福
井
県
（
Ａ
）　

２
位

田　

中　

理　

絵
（
34
）

＝
旭
毛
屋
町
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会　

成
年
男
女

混
合　

福
井
県
（
Ａ
）　

２
位

　

学
校
文
化
賞

谷　
　

知　

花
（
成
器
西
小
５
）

　

平
成
29
年
度
第
63
回
青
少
年
読

書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

福

井
県　

最
優
秀
賞（
小
学
校
の
部
）

川　

口　

彩　

里（仁
愛
女
子
高
１
）

　

平
成
29
年
度
福
井
県
版
画
コ
ン

ク
ー
ル　

福
井
棟
方
賞
（
中
学
校

の
部
）

橋　

爪　

瑞　

貴

廣　

田　

菜　

音（奥
越
明
成
高
３
）

　

第
３
回
北
信
越
地
区
高
校
生
介

護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト　

優
秀
賞

櫻　

井　

涼　

多

滝　

本　

果　

音（奥
越
明
成
高
２
）

　

第
２
回
全
国
高
校
生
花
い
け
バ

ト
ル
北
陸
大
会　

優
勝

藤　

永　

俊　

之（勝
山
北
部
中
３
）

　

平
成
30
年
度　

第
65
回
福
井
小

中
学
生
写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル　

福

井
県
知
事
賞

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

日
本
文
化
部

　

第
９
回
全
国
高
校
生
太
鼓
甲
子

園　

最
優
秀
賞

　

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

山　

内　

美　

佳
（
勝
山
高
２
）

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会 

女
子
リ
レ
ー 

８
位

清　

水　
　

陸
（
北
陸
高
２
）

　

第
22
回
北
信
越
高
校
新
人
大
会　

男
子
４
×
1
0
0
ｍ　

２
位

中　

野　

文　

哉

南　

茂　

斗　

羽（勝
山
南
部
中
３
）

　

第
39
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競

技
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男

子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

山　

岸　

沙
也
加（勝

山
中
部
中
３
）

　

第
56
回
福
井
県
中
学
校
夏
季
総

合
競
技
大
会
陸
上
競
技　

３
年
女

子
１
０
０
ｍ　

１
位　

他

宮　

川　

力　

也

鎌　

田　

塁　

斗
（
鹿
谷
小
６
）

　

第
23
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

５
年
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

３
位

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
41
回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会　

女
子
学
校

対
抗　

優
勝

松　

村　
　

諒
（
勝
山
高
３
）

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会　

少
年

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会　

５

位第
73
回
国
民
体
育
大
会綱

引
競
技
会

少
年
男
子
福
井
県
（
Ａ
）
チ
ー
ム

（
勝
山
高
）

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会　

少
年
男
子 

福
井
県
（
Ａ
）　

１
位

第
73
回
国
民
体
育
大
会綱

引
競
技
会

少
年
女
子
福
井
県
チ
ー
ム（勝

山
高
）

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
公
開

競
技
）
綱
引
競
技
会 

少
年
女
子　

福
井
県　

２
位
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社
会
教
育
功
労
賞

留　

田　

伸　

一
（
79
）

＝
片
瀬
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
さ
わ
や
か
大
学

の
企
画
運
営
に
情
熱
を
注
ぎ
高
齢

者
の
学
習
の
機
会
と
交
流
の
場
の

提
供
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い

る朗
読
サ
ー
ク
ル
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

　

多
年
に
わ
た
り
読
み
聞
か
せ
を

通
し
て
読
書
活
動
の
普
及
と
発
展

に
情
熱
を
注
ぎ
文
化
向
上
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
奨
励
賞

宇　

田　

真
由
美
（
56
）

＝
元
町
２
＝

　

小
学
校
の
学
習
指
導
と
学
校
教

育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

　

社
会
体
育
功
労
賞

三　

觜　
　
　

賢
（
48
）＝

北
市
＝

　

多
年
に
わ
た
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
の
指
導
と
普
及
に
情
熱
を
注

ぎ
、
第
73
回
国
民
体
育
大
会 

バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
に
お
い
て
監

督
と
し
て
福
井
県
成
年
女
子
チ
ー

ム
を
２
位
に
導
く
な
ど
、
社
会
体

育
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

て
い
る

　

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山　

口　
　
　

茜
（
21
）

＝
平
泉
寺
町
小
矢
谷
＝

　

Ｂ
Ｗ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ス
ー
パ
ー
シ

リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
２
０
１
７ 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝　

他

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

髙　

野　

一　

男
（
62
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
34
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

60
歳
以
上

混
合
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

牧　

野　

桂　

大
（
22
）

＝
栄
町
4
＝

　

第
68
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ

ル
ス　

３
位

宇　

田　

峻　

也
（
29
）

＝
元
町
２
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
男
子　

優
勝　

他

宇　

田　

崇　

二
（
27
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会 

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
男
子 

優
勝　

他

宇　

田　

彬　

人
（
23
）

＝
元
町
２
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
男
子　

優
勝　

他

長
谷
川　

晶　

俊
（
22
）

＝
若
猪
野
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
男
子　

優
勝

黒　

田　

夏　

美
（
19
）

＝
旭
町
１
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
女
子　

８
位

石　

井　

翔　

子
（
28
）

＝
栄
町
１
＝

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
リ
レ
ー
成
年
女
子　

８
位　

他

　教育会館において11月３日、文化や学校教育、スポーツなど各分野で功績のあっ
た45の個人および団体が表彰されましたのでご紹介します。（順不同、敬称略、
児童、生徒は各学校で表彰済み） 問教育総務課（教育会館2階）☎88 ｰ 8111

　

文
化
賞

杉　

下　

君　

枝
（
71
）

＝
沢
町
２
＝

　

多
年
に
わ
た
り
書
道
の
指
導
と

普
及
お
よ
び
勝
山
市
文
化
協
会
の

発
展
に
情
熱
を
注
ぎ
文
化
向
上
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

文
化
功
労
賞

川　

村　

信　

治
（
65
）

＝
北
郷
町
坂
東
島
＝

　

多
年
に
わ
た
り
演
劇
の
指
導
と

発
展
に
情
熱
を
注
ぎ
文
化
向
上
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
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Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

Let's Talk About Autumn!
（秋について話しましょう！）

11月の
テーマ

What do you like to do in autumn?
秋には何をするのが好き？

 I like to be outside to see all the
changing leaves.
　外で紅葉を見るのが好き

Vocabulary▶
　autumn leaves（紅葉）
　autumn leaf-viewing（もみじがり）
　‘Autumn’ のもう一つの言い方は ‘Fall’

The diff erent shades of red and 
yellow really make the town
beautiful this time of year. 
赤と黄色の色合いが異なることで、
この時期は本当に街が美しくなるよね

事故にあわない・起こさせない！事故にあわない・起こさせない！
　高齢者の運転免許証の　高齢者の運転免許証の

自主返納を支援します自主返納を支援します

　全国的に高齢者による交通事故が多発しており、勝
山市においても高齢運転者の事故が大変多くなってい
ます。
　最近急ブレーキを踏む回数が増えた、標識や信号を
見落としやすくなったなど、車やバイクの運転に不安
を感じるようになったら、運転免許証を返納しましょう。

対 　　象▶市内に在住する65歳以上の方で、運転免
許証を有効期間内に自主返納された方
支 援内容▶コミュニティバスの無料乗車券の交付
※支援決定者が本市の住民票から削除されるまで有効

【手続きの流れ】
①運転免許証を返納
　ところ▶県奥越運転者教育センターまたは勝山警察署
②運転免許証自主返納支援事業の申請
　ところ▶市民・環境課
※申請書は市ホームページからダウンロードできます
※ 申請は免許証自主返納した日から起算して１年以内です
③ 「コミュニティバス無料乗車券」の交付（郵送）

問市民・環境課　生活環境G（市役所１階）☎88-8104

守ってください、ごみ出しのルール守ってください、ごみ出しのルール
問市民・環境課（市役所１階）　☎88－8104

　

ご
み
（
廃
棄
物
）
を
河
川
や
山

林
、
空
地
、
道
路
の
わ
き
の
茂
み

な
ど
に
捨
て
る
事
案
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

法
人
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
い

出
る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
（
家
庭
ご
み
）
で
あ
っ
て
も

み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
廃
棄
物

処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
ご
み
を

捨
て
た
場
合
、
法
人
で
は
3
億
円

以
下
の
罰
金
、
個
人
の
場
合
で
は

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

市
内
で
し
ば
し
ば
見
か
け
ら
れ

る
次
の
事
例
も
、
違
反
行
為
で
す

の
で
、絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

• 

自
分
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
ご

み
を
投
棄
す
る
こ
と
、
埋
め
る

こ
と

• 

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

• 

道
路
や
駐
車
場
わ
き
の
草
む

ら
、
水
路
へ
の
ご
み
の
投
げ
捨

て
• 

ご
み
を
野
外
で
焼
却
す
る
こ
と

　

し
ば
し
ば
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
回
収
で
き
な
い
ご
み
が
捨
て
て

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

回
収
で
き
な
い
も
の
に
は
警
告

の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
再
度
正

し
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
も
の
は
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

• 

ご
み
の
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の

• 

黒
い
袋
な
ど
の
中
身
が
見
え
な

い
袋
に
入
っ
て
い
る
も
の

• 

ふ
と
ん
、
自
転
車
、
ソ
フ
ァ
ー
、

タ
ン
ス
な
ど

※ 

直
接
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え

つ
に
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

• 

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機

• 

家
の
建
材
や
機
械
、
車
両
の
部

品
な
ど
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
で
処

理
で
き
な
い
も
の

※ 

処
分
方
法
に
つ
い
て
は
販
売
店

な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

不
法
投
棄
を

０
（
ゼ
ロ
）
に
！

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収

で
き
な
い
ご
み
に
つ
い
て
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12
月
3
日
〜
9
日
は
「
障
害
者
週
間
」

虐
待
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

虐
待
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？      

見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

障
害
者
虐
待
の
特
徴
は
、
虐
待
を
し

て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い
る
認
識
が

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
で
あ
る
と
認
識

で
き
ず
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴
え
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問と
い

福ふ
く

祉し

・
児じ

童ど
う

課か

（
す
こ
や
か
内な
い

）

☎
87
‐
0
7
7
7

※ 

休き
ゅ
う

日じ
つ

夜や

間か
ん

（
緊き
ん

急き
ゅ
う

通つ
う

報ほ
う

の
み
受う
け

付つ
け

）

は
市し

役や
く

所し
ょ

（
宿
し
ゅ
く

日に
っ

直ち
ょ
く）
に
ご
連れ
ん

絡ら
く

く

だ
さ
い　

☎
88
‐
1
1
1
1

次のことは虐待です
１． がまんせず「いやだ」「やめて」と
言いましょう

２． 市役所や下記相談窓口など身近な
人に相談しましょう

身
しん

体
たい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

心
しん

理
り

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

ネグレクト（放
ほう

棄
き

・放
ほう

置
ち

）

経
けい

済
ざい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

•たたかれる、なぐられる、けられる
•手

て

や足
あし

をしばられる
• 過

か

剰
じょう

な薬
くすり

を使
つか

って身
しん

体
たい

の動
うご

きをおさ
える　など

•おしりやむねをさわられる
•無

む

理
り

やり、性
せい

的
てき

な行
こう

為
い

をさせられる
•はだかの写

しゃ

真
しん

を撮
と

られる　など

• どなられる、悪
わる

口
くち

やひどいことを言
い

われる
•仲

なか

間
ま

はずれにされる
•他

ほか

の人
ひと

の前
まえ

でばかにされる　など

• ごはんを食
た

べさせてもらえない、お
風
ふ

呂
ろ

に入
はい

らせてもらえない
• 必

ひつ

要
よう

な医
い

療
りょう

や教
きょう

育
いく

を受
う

けさせてもら
えない　など

•自
じ

分
ぶん

の財
ざい

産
さん

や年
ねん

金
きん

を勝
かっ

手
て

に使
つか

われる
•自

じ

分
ぶん

の通
つう

帳
ちょう

を見
み

せてもらえない　など

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

・相
そう

談
だん

員
いん

のご紹
しょう

介
かい

（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

）

◆勝
かつ

山
やま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センター（すこやか内
ない

）
　☎87 ｰ 0600
　障

しょう

がいのある方
かた

や児
じ

童
どう

、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

が安
あん

心
しん

し
て生

せい

活
かつ

できるように、様
さま

々
ざま

な相
そう

談
だん

に応
おう

じます。
◆障

しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

員
いん

　障
しょう

がいのある方
かた

やご家
か

族
ぞく

の方
かた

の目
め

線
せん

に立
た

っ
た相

そう

談
だん

支
し

援
えん

を行
おこな

います。

•身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

員
いん

　水
みず

谷
たに

　修
おさむ

（村
む ろ こ

岡町
ちょう

浄
じょう

土
ど

寺
じ

　☎88 ｰ 3481）

•知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

員
いん

　笠
かさ

川
かわ

　浩
ひろ

幸
ゆき

（元
もと

町
まち

 3丁
ちょう

目
め

　☎88 ｰ 0387）

◆障
しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

勝
かつ

山
やま

市
し

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

郡
こおり

町
まち

1丁
ちょう

目
め

（すこやか内
ない

）
88 1ー177

九
く

頭
ず

竜
りゅう

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

（九
く

頭
ず

竜
りゅう

ワークショップ）
旭
あさひ

町
まち

3丁
ちょう

目
め 87ｰ6300

87ｰ3003

大
だい

日
にち

園
えん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

荒
あら

土
ど

町
ちょう

松
まつ

田
た

89ｰ3210

『
勝
山
市
障
害
の
あ
る
人
と
の

　

意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
を

理
解
促
進
す
る
条
例
』
を
制
定

（
平
成
30
年
６
月
29
日
公
布
・
施
行
）

　

誰
も
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
手
話
や
要
約
筆
記
、
点

字
な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
意

思
疎
通
の
た
め
の
手
段
や
そ
の
利
用
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

市
民
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
「
勝
山
市
障

害
の
あ
る
人
と
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
を
理
解

促
進
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
が
障
害
の
あ
る
人
と
と
も
に

生
き
る
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
お
互
い
の
意
思

疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
事
業
者
に
つ
い
て
は

障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
お
よ
び
障

害
の
あ
る
人
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
が
進
め
る
施
策
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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「はたやや記記念館館ゆゆめおーーれ勝山山」
イルミミネーーシションンプロロジジェククト
　近代化産業遺産「ゆめおーれ勝山」を銀世界イ
ルミネーションで彩り、新たな賑わいを創出する
ための寄付を募ります。
　貴重な遺産を引き継ぐための魅力アップにご協
力をお願いします。
目標金額▶100万円
使いみち▶「ゆめちゃん」オブジェ
返礼品▶ゆめおーれオリジナルタオル
　　※1万円以上ご寄付いただいた方
募集期間▶平成31年1月10日㈭まで
応 募方法▶ふるさと納税サイト「ふる
さとチョイス」またはゆうちょ銀行
から払い込み（郵便払込取扱票）を
ご利用ください

※ 寄付の金額に応じて個人住民税と所得税の控除
を受けることができます。確定申告や住民税の
申告が必要です。控除上限額は給与収入や家族
構成で異なります
問ふるさと創生・移住課（市役所2階）

☎88 ｰ 8130
　はたや記念館ゆめおーれ勝山 ☎87 ｰ 1200

製作予定のオブジェ
ゆめおーれキャラクター「ゆめちゃん」

ゆめおーれ勝山イルミネーション

「織姫冬物語」
期　間▶
　12月1日㈯～

平成31年2月28日㈭

「ふるさと
   チョイス」

ガバメントクラウドファンディング

郵
便
局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
が

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

　

10
月
31
日
、
郵
便
局
が
実
施
し
て
い

る
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
を
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る
協
定
が
、
勝

山
市
役
所
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
１
回
、
郵
便

局
員
な
ど
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
会

話
を
通
じ
て
生
活
状
況
を
確
認
し
、
そ

の
状
況
を
ご
家
族
な
ど
に
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
お
よ
び
「
ふ

る
ぽ
」
の
両
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

な
ど
か
ら
返
礼
品
と
し
て
申
し
込
み
が

可
能
で
、
６
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

す
る
こ
と
で
６
か
月
間
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

　

遠
地
に
住
ま
わ
れ
、
頻
繁
に
帰
省
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
な
ど
に
、
ぜ
ひ

お
勧
め
く
だ
さ
い
。

※ ゆうちょ銀行から払い込み（郵
便払込取扱票）も可能です
問 ふるさと創生・移住課（市役
所２階）☎88－8130

お申し込みはこちらから

「ふるぽ」 「ふるさと
   チョイス」
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農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ご
紹
介
問
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
88
‐
8
1
1
5

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選
出

方
法
が
公
選
制
か
ら
市
長
の
任
命

制
に
変
わ
り
、
ま
た
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

公
選
制
で
選
出
さ
れ
た
農
業
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
任
命
・
委
嘱
さ
れ
、
総

会
で
会
長
や
職
務
代
理
者
、
各
委

員
の
担
当
地
域
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、
農

地
転
用
、
農
業
者
年
金
に
関
す
る

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

農
地
や
農
業
者
年
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

◆勝山市農業委員

◆勝山市農地利用最適化推進委員（農業委員と連携をとりながら、地域で現場活動を行います）

氏　名 担　　当　　地　　域
松村勘兵衛
（会長） 西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口

中村　栄治
（職務代理者） 境、戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、伊波、妙金島

牧野　元惠 保田、杉俣、志田、発坂、保田出村

酒井　清泰 下荒井、嵭崎、大袋、新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

笠松　邦造 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、坂東島、
北郷町上野

北山　謙治 元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町

須見　則雄 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、新保、松ヶ崎

田中　政男 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

山内百合子 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、神野、経塚、
平泉寺町上野

山口　拓雄 猪野口、若猪野、高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、旭毛屋町、
岡横江

前田　壽夫 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町

平泉　節子 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣

区域 氏　名 担　　当　　地　　域

第1区
境井　義樹 境、戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、伊波、妙金島

本多　範行 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、新保、松ヶ崎

第2区 松川　　隆 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、
坂東島、北郷町上野

第3区 吉田　新一 保田、西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、杉俣、志田、
発坂、保田出村

第4区 髙野　　忍 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町

第5区 松井　喜治 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ケ谷、北野津又、横倉、中尾、
北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣

第6区
辻　総八郎 赤尾、笹尾、大渡、壁倉、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、経塚、平泉寺町上野

牧野　雅夫 平泉寺、神野

第7区 鳥山　豊一 元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町、猪野口、若猪野、
高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、旭毛屋町、岡横江

第8区 松山　隆重 下荒井、嵭崎、大袋、新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

（敬省略）

（敬省略）

新

職務代理者
中村 栄治 氏

会長
松村 勘兵衛 氏
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勝山左義長まつり
第７回絵行燈用の川柳全国公募 おはやし講習会　参加者募集

　勝山左義長、昨今の世間の話題
や政治問題、吉祥干支にちなんだ
川柳を募集します。自作未発表作
品に限ります。
応募部門▶①勝山左義長部門　
　　　　　②世相部門
応 募規定▶応募要項をご覧のうえ
Web、ハガキ、または応募用紙に作品、住所、
氏名、年齢、性別、電話番号などを明記し、下記
までご応募ください

※ 応募点数に制限はありませんが、1通につき3点
以内とします
応募先▶〒911-8501　勝山市元町1 ｰ 1 ｰ 1
　　　　勝山市役所観光政策課　宛
　　　　E-mail　kankou@city.katsuyama.lg.jp
応募要項▶「勝山左義長まつり絵行燈」で検索
応募締切▶平成31年1月4日㈮　（消印有効）
そ の他▶入賞作品の著作権は勝山市に帰属します。
入賞者には、作品の絵行燈写真を送付します
問観光政策課（市役所2階）　☎88 ｰ 8117

　三味線・笛・太鼓の演奏に興味のある方を募集
します。経験者コースもありますので、希望され
る方は「氏名」「住所」「学年」「演奏したい楽器」
を下記申し込み先までお知らせください。

と　き▶11月26日㈪
　　　　12月3日㈪・10日㈪・17日㈪
平成31年1月7日㈪・21日㈪・28日㈪

2月4日㈪・10日㈰・18日㈪
　　　　午後７時30分～午後９時
※11月26日は午後7時より開講式を行います
ところ▶市民会館１階展示ホールほか
対　象▶ 太鼓は小学4年生以上（小学３年生以下は

保護者同伴）、笛・三味線は中学生以上
受講料▶無料
※ 三味線の貸出しは、数に限りがあります。笛・
太鼓バチは各自でご用意ください

　　  勝山左義長ばやし保存会事務局
　　  ☎090 ｰ 2037 ｰ 4743（桝家）
　　  観光政策課（市役所2階）　☎88 ｰ 8117

申・問

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

10
月
3
日
〜
8
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
全
国
大
会
が
北
海
道
の
ア
ポ
イ
岳
ジ

オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

そ
の
際
に
訪
れ
た
「
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ

パ
ー
ク
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
北
海

道
の
中
央
部
に
位
置
す
る
鹿
追
町
を
エ

リ
ア
と
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
「
火
山
と
凍し

ば

れ
が
育
む
命
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
然し

か
り
べ
つ
こ

別
湖
周
辺
を
メ
イ

ン
に
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

印
象
的
だ
っ
た
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、

風
穴
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
案
内
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
然
別
湖
周
辺
で
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
松
本
さ
ん
（
然
別
湖
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
と
阿あ

久く

澤ざ
わ

さ
ん

（
Bボ

レ

ア

ル

o
r
e
a
l  

Fフ

ォ

レ

ス

ト

o
r
e
s
t
）
と
澤

田
准
教
授
（
福
山
市
立
大
学
）
で
す
。
長

年
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ガ

イ
ド
さ
ん
の
知
識
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
が
、「
こ
の
地
域
が
大
好
き
！
」
と
い

う
ガ
イ
ド
さ
ん
の
思
い
が
節
々
で
伝
わ
っ

て
き
て
、
こ
ち
ら
も
そ
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

約
30
万
年
前

に
始
ま
っ
た
然

別
火
山
群
の
活

動
に
伴
う
、
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ

プ
リ
と
西
ヌ
プ

カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ

の
溶
岩
ド
ー
ム

の
形
成
に
よ
っ

て
、
せ
き
止
め

ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
の
が
然
別

湖
で
す
。
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
で
は
、
こ
の
せ
き
止
め
湖
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
独
特
の
進

化
を
と
げ
た
固
有
種
、
ミ
ヤ
ベ

イ
ワ
ナ
を
箱
め
が
ね
を
使
っ
て

観
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
風
穴
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
で
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
の
山

麓
で
生
態
系
と
風
穴
を
観
察
し
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
永
久
凍

土
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受

け
て
風
穴
が
で
き
、
永
久
凍
土
の
有
無

に
よ
っ
て
植
生
が
変
化
す
る
様
子
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
大
地
の
活
動
と
生
態
系
の
つ
な
が
り

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
素
材
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

で
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
満
点
の
星
空
を

観
察
し
ま
し
た
。
完
全
に
照
明
を
落
と

し
、
人
工
の
明
か
り
の
な
い
場
所
で
観

察
し
た
星
空
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
ほ
ど
の
星
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

シ
ー
ン
と
静
ま
っ
た
真
っ
暗
な
中
で
聞

く
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
声
や
コ
ウ
モ
リ
の
声

か
ら
は
濃
密
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

冬
に
は
凍
結
し
た
然
別
湖
の
上
で
、

し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
凍
結
し

た
湖
上
に
氷
で
で
き
た
建
物
が
た
ち
な

ら
び
、
60
日
間
の
み
の
村
が
出
現
し
ま

す
。
そ
の
季
節
に
も
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

問 

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第33回－　他地域のジオパーク紹介：とかち鹿追ジオパーク－第33回－　他地域のジオパーク紹介：とかち鹿追ジオパーク

然別湖の紅葉の様子然別湖の紅葉の様子

かつやま
“左義長”大使
椎名誠さんも厳選
（椎名誠賞1作品）
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「女性教員のパイオニア in 勝山－谷澤たま－」

ゆめおーれ勝山＆福井県立こども歴史文化館共催展
「ふくい羽二重誕生ものがたり～羽二重に未来をかけた先人たち～」

幕末明治福井１５０年博関連企画を開催！幕末明治福井１５０年博関連企画を開催！
　今年は、元号が明治に改められて150年という節目の年です。これを記念して、県内の各地で様々な企画や
展示が随時開催されています。勝山市では、図書館とゆめおーれの２会場で行います。この機会に福井から始
まった“ニッポンの夜明け”をぜひ体感してください。

期　間▶10月27日㈯～ 12月26日㈬
ところ▶市立図書館　2階展示ギャラリー
　明治政府が近代国家を目指す中、庶民の女性の中からも社
会に出て活躍する人たちがいました。
　その一人が勝山町の谷澤たまです。たまは、成器堂の後身
である成器小学校を卒業後、小学校の教員となり、勝山の教
育の発展に力を尽くしました。
　明治時代はじめの女性教員の先駆者として活躍した先人の
姿を知っていただきたいと思います。（写真（左）は谷澤氏所蔵）

期　間▶11月23日（金・祝）～平成31年2月24日㈰
ところ▶ゆめおーれ勝山
　ふくいの織物業は、挑戦と失敗を重ねながら、輸出織物 ｢羽
二重｣ の製織技術をつかみ取り、明治時代中ごろには日本一の
産地に成長します。羽二重は、欧米などに輸出され、新しい時
代のファッション素材として、たいへん人気を集めました。
　羽二重を通して世界のマーケットと関わり、製品開発や品質
改善に力を尽くしたふくい、そして勝山の先人たちを紹介しま
す。（写真（右）はケイテー株式会社所蔵）

世
界
人
権
宣
言

世
界
人
権
宣
言
7070
周
年
周
年

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　

昭
和
23
年
（
1
9
4
8
年
）
12

月
10
日
、「
あ
ら
ゆ
る
人
と
国
が

達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
」
と
し

て
世
界
人
権
宣
言
が
国
連
で
採
択

さ
れ
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
70
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、皆
さ
ん
も
一
度
、

身
近
な
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
各
種
相
談
窓
口
】

受 

付
時
間
▼
平
日
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

・
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0

・
子
ど
も
人
権
1
1
0
番

（
通
話
無
料
）

0
1
2
0
‐
0
0
7
‐
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

0
5
7
0
‐
0
7
0
‐
8
1
0

受 

付
時
間
▼
平
日
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

・
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
‐
0
9
0
‐
9
1
1

受
付
時
間
▼
24
時
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

人
権
相
談
受
付
窓
口

http:/w
w
w
.jinken.go.jp/

【
勝
山
市
で
の
人
権
相
談
】

　

７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
▼
毎
週
第
1
・
3
水
曜
日

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館

蘭
・
桜
の
間

問
未
来
創
造
課

☎
88
‐
1
1
1
5

成器堂をバックに成器小学校の職員を写した成器堂をバックに成器小学校の職員を写した
もので、最後列右から２番目が谷澤たまもので、最後列右から２番目が谷澤たま

明治時代の織物会社創設に関わる資料と織物明治時代の織物会社創設に関わる資料と織物
工場で働く人びとの様子がわかる資料工場で働く人びとの様子がわかる資料

「人権」って何？
　国籍・性別・出身などに関わらず、誰も
が生まれながらに持っている、人が幸せに
自分らしく生きる権利です。
　12月10日は「人権デー」、12月4日～
10日は「人権週間」です！
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
石
塚
美
咲
（
勝
山
中
部
3
）

松
田
き
ら
り
（
勝
山
南
部
1
）

藤
井
瑞
樹
（
野
向
6
）
田
中
煌

己
（
野
向
5
）
坂
下
優
里
子
（
村

岡
3
）
松
村
颯
大
（
成
器
西
1
）

銀 

賞
▼
古
瀬
紗
佳
（
勝
山
南
部
3
）

宇
佐
美
衣
恋
（
勝
山
北
部
2
）

酒
井
春
音
（
勝
山
南
部
1
）
木

下
源
友（
北
郷
6
）津
田
朱
里（
北

郷
5
）
辻
武
隼
（
鹿
谷
4
）
田

中
来
祈
（
野
向
2
）
長
谷
川
静

奈
（
成
器
南
2
）
林
柊
真
（
成

器
西
1
）
梅
田
果
南
（
成
器
南

1
）
林
結
彩
（
成
器
南
1
）

銅 

賞
▼
下
牧
雛
（
勝
山
北
部
3
）

斎
藤
優
那
（
勝
山
南
部
2
）
幸

河
歩
夢
（
成
器
南
5
）
堀
愛
心

（
北
郷
2
）
山
澤
奏
志
（
野
向

2
）
山
岸
凛
香
（
野
向
2
）
古

澤
史（
野
向
2
）福
田
華
愛（
荒

土
1
）
多
田
結
奏
（
荒
土
1
）

柳
橋
奎
太
（
成
器
南
1
）
齋
藤

大
綺
（
成
器
西
1
）
矢
戸
和
真

（
成
器
西
1
）
久
保
晴
弥
（
成

器
西
1
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

※ 

11
月
15
日
㈭
〜
19
日
㈪
に
勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
金
賞
・
銀
賞

作
品
を
展
示

恐 

竜
博
物
館
賞
▼
谷
上
竣
亮
（
福

岡
市
立
高
取
2
）

金 

賞
▼
平
林
庵
央
（
成
器
西
6
）

下
牧
柚
月
（
荒
土
5
）
島
田
姫

花
（
北
郷
4
）
小
林
彩
乃
（
荒

土
3
）
嶋
田
悠
生
（
成
器
南

2
）
高
畑
琳
太
郎
（
成
器
南

1
）
平
泉
圭
二
朗
（
上
野
こ
・

年
長
）内
田
海（
中
央
保・年
中
）

銀 

賞
▼
印
牧
花
（
成
器
南
6
）
髙

田
華
果
（
成
器
南
6
）
谷
知
花

（
成
器
西
5
）
吉
田
愛
唯
（
成
器

南
5
）
谷
口
煌
季
（
北
郷
4
）

大
滝
日
向
子
（
成
器
西
4
）
西

脇
凜
生
（
荒
土
3
）
藤
田
結
衣

（
成
器
南
3
）
笹
島
悠
生
（
成
器

南
2
）
三
屋
忠
義
（
成
器
南
2
）

梅
田
果
南
（
成
器
南
1
）
中
村

美
緒
（
松
文
保
・
年
長
）
大
久

保
日
和
（
成
器
南
幼
・
年
中
）

銅 

賞
▼
織
田
涼
花
（
成
器
西
6
）

野
辺
円
華
（
成
器
西
6
）
斎
藤

優
斗（
三
室
6
）小
西
美
来（
成

器
南
6
）
安
居
美
咲
（
鹿
谷

5
）
松
井
涼
成
（
村
岡
5
）
畑

中
雫（
野
向
5
）飯
田
七
葉（
鹿

谷
4
）
酒
井
美
和
（
三
室
4
）

安
居
芽
夏
（
村
岡
4
）
加
藤
ゆ

う
な
（
成
器
西
3
）
上
山
雄
生

（
平
泉
寺
3
）
酒
井
眞
心
（
成

器
南
3
）
佐
野
樹
（
鹿
谷
2
）

髙
井
陽
愛
（
成
器
南
2
）
木
下

翔
愛
（
成
器
南
2
）
大
森
小
葉

（
成
器
南
1
）
石
橋
亮
（
成
器

南
1
）
前
田
羽
耶
（
成
器
南

1
）
飯
岡
怜
愛
（
上
野
こ
・
年

長
）
笠
松
紗
依
（
上
野
こ
・
年

長
）
大
森
仁
暉
（
松
文
保
・
年

長
）
み
つ
や
し
ん
の
す
け
（
南

保
・
年
長
）
池
内
薫
子
（
平
泉

寺
保
・
年
中
）
木
村
悠
里
（
成

器
南
幼
・
年
中
）
太
田
花
（
成

器
南
幼
・
年
中
）

※ 

金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

勝山市長賞（特別賞）▶
松村侑星（横浜市立嶮山4）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

お
め
で
と
うご

ざ
い
ま
す

■
東
京
奥
越
経
済
同
友
会
よ
り寄

付

　

児
童
図
書
の
購
入
費
と
し
て
10

万
円
。「
世
界
に
羽
ば
た
く
勝
山

市
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る

会
」と「
山

口
茜
後
援

会
」
に
そ

れ
ぞ
れ
15

万
円
を
寄

付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

勝
山
市
の
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
て
い
る
天
野
恭
子
さ
ん
（
66
）

が
、
長
年
の
活
動
に
よ
り
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
市
長
に
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平平
成成
303300
年
秋
の
叙
勲

年年
秋秋
のの
叙叙
勲勲

受
賞
者
の
ご
紹
介

受受受
賞賞
者者
のの
ごご
紹紹
介介介

瑞
宝
単
光
章

斎
藤　

三
郎
さ
ん

　

勝
山
市
消
防
団
員
と
し
て
、
36

年
余
に
わ
た
り
活
躍
。
火
災
現
場

で
果
敢
な
防
御
活
動
を
行
い
延
焼

を
食
い
止
め
た
ほ
か
、
広
報
活
動

な
ど
で
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め

た
。瑞

宝
単
光
章

福
田　

耕
太
郎
さ
ん

　

勝
山
市
消
防
団
員
と
し
て
、
34

年
間
に
わ
た
り
活
躍
。
山
間
部
で

発
生
し
た
建
物
火
災
で
は
、
自
ら

も
外
壁
な
ど
の
除
去
に
あ
た
り
被

害
拡
大
を
阻
止
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

横
井　

秀
則
さ
ん

　

工
業
統
計
調
査
員
と
し
て
39
回

同
調
査
を
実
施
。そ
の
ほ
か
に
も
、

国
勢
調
査
な
ど
で
計
71
回
の
調
査

に
携
わ
り
、
担
当
調
査
区
で
は
高

い
信
頼
と
深
い
理
解
を
得
た
。
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勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】

期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
１
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
０
・

46
％
増
）、
給
水
収
益
は
１
億
６

９
２
３
万
円
（
前
年
度
比
０
・

62
％
増
）
と
前
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

昨
年
度
上
半
期
と
比
較
す
る

と
、
薬
師
神
谷
地
区
簡
易
水
道
と

暮
見
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
を
統

合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
用
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
勝
山
市
上
水
道
第
８
次

拡
張
事
業
変
更
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
５
２

５
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
拡
張
事
業

○ 

勝
山
市
基
本
計
画
変
更
業
務
委

託
○ 

市
道
2
‐
25
号
線
配
水
補
助
管

布
設
工
事（
荒
土
町
伊
波
地
係
）

◆
改
良
事
業

○ 

大
蓮
寺
川
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴

う
元
禄
線
配
水
管
布
設
替
工
事

（
繰
越
）

○ 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

１
〜
６
（
沢
町
１
丁
目
ほ
か
地

係
）

○ 

市
道
8
‐
73
号
線
配
水
補
助
管

布
設
替
工
事
（
下
高
島
地
係
）

○ 

一
般
県
道
谷
・
北
六
呂
師
線　

配
水
管
布
設
替
工
事
（
北
谷
町

谷
地
係
）

○ 

片
瀬
配
水
池
法
面
復
旧
工
事

（
片
瀬
地
係
）

○ 

細
野
口
配
水
池
水
位
計
・
流
量

計
受
信
機
器
更
新
工
事
（
荒
土

町
細
野
口
地
係
）

○ 

片
瀬
配
水
池
遠
方
監
視
設
備
更

新
工
事
（
片
瀬
ほ
か
地
係
）

○ 

新
道
配
水
池
N
o
・
２
次
亜
注

入
ポ
ン
プ
更
新
工
事
（
荒
土
町

新
道
地
係
）

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

　

10
月
19
日
、
勝
山
市
役
所
で
勝
山
高
校
１
年
生
が
勝

山
市
に
つ
い
て
探
究
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

勝
山
高
校
で
は
、ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め
る
た
め
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」を
使
っ
て「
勝
山
人
」学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が
３
年
間
を
か
け
て

勝
山
の
魅
力
を
探
る
学
習
で
、
１
年
生
次
に
地
元
調
査
、

２
年
生
次
に
他
地
域
と
比
較
、
３
年
生
次
に
今
後
の
勝

山
市
が
と
る
べ
き
方
針
に
つ
い
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
全
体
会
で
１
年
生
１
１
８
人
に
対
し

て
山
岸
市
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、
自
身
の
思
い
や
市

が
取
り
組
む
施
策
を
生
徒
た
ち
に
語
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て
き
た
質
問
の
テ
ー
マ
ご

と
に
６
つ
の
個
別
会
に
分
か
れ
、
市
職
員
約
40
人
が
質

問
に
答
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
た
生
徒
た
ち
か
ら
は「
市

の
考
え
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
け
、
今
後
の
学
習
に
つ
な
が
る
良
い
経
験
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

今
後
も
勝
山
市
は
勝
高
生
の
学
習
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

学
校
と
協
力
し
て
生
徒
た
ち
の
思
い
が
市
政
に
届
く
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

育
て
！
勝
山
人
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

⑳

　

今
回
は
伊
知
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
畑は

た

時と
き

能よ
し

公
例
祭
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
太
平
記
』
に
よ
る
と
畑
時
能
は
南
北
朝

動
乱
期
の
興こ

う

国こ
く

２
年
（
１
３
４
１
）、
南
朝

方
の
武
将
と
し
て
寡
兵
を
も
っ
て
鷲
ケ
岳
に

立
て
こ
も
っ
た
。
大
黒
柱
と
も
言
う
べ
き
新に

っ

田た

義よ
し
さ
だ貞

は
既
に
戦
死
し
、
そ
の
弟
脇わ

き

屋や

義よ
し
す
け助

は
美
濃
に
落
ち
の
び
て
お
り
、
時
能
の
手
勢

が
孤
軍
奮
闘
で
北
朝
方
の
斯し

ば波
高た

か
つ
ね経

の
三
千

部
隊
と
対
峙
し
た
。
群
が
る
陣
中
に
突
入
し
、

激
闘
の
末
に
全
身
に
矢
を
打
ち
込
ま
れ
て
傷

を
負
い
、
３
日
間
の
苦
し
み
の
後
果
て
た
。

　

こ
の
戦
場
跡
地
は
、
昭
和
初
期
よ
り
地
元

民
に
よ
り
遺
跡
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、

13
年
に
は
尽
忠
碑
建
立
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。
16
年
に
は
没
後
６
０
０
年
が
近
づ
き
奉

賛
会
が
組
織
さ
れ
、
更
に
遺い

徳と
く

顕け
ん
し
ょ
う彰

会か
い

も

立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
同
年
10
月
25
日
、
地
元

民
は
も
と
よ
り
各
界
の
著
名
人
が
多
数
集
ま

り
畑
公
６
０
０
年
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）、
市
は
鷲
ケ
岳

山
頂
と
畑
ケ
塚
の
２
か
所
を
、
名
称
を
「
伊

知
地
古
戦
場
」
と
し
て
市
の
史
跡
と
し
て
指

定
し
た
。

　

伊
知
地
区
で
は
命
日
で
あ
る
10
月
25
日
に

時
能
公
例
祭
を
畑
ケ
塚
で
行
っ
て
い
る
。
今

年
も
京
都
、
川
崎
市
な
ど
か
ら
畑
家
の
子
孫

が
集
ま
り
、
関
係
者
、
地
元
住
民
を
含
め
約

50
人
が
例
祭
に
参
列
し
た
。
最
後
に
は
地
元

女
性
で
つ
く
る
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
北
優
会

に
よ
り
吟
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
鷲
ケ
岳

山
頂
に
は
大
正
８

年
（
１
９
１
９
）

に
北
郷
村
・
浄
法

寺
村
の
青
年
会
に

よ
り
建
て
ら
れ
た

「
畑
将
軍
戦
死
之

地
」
の
碑
が
あ
り
、

例
年
８
月
下
旬
の

日
曜
日
に
鷲
ケ
岳

登
山
が
行
わ
れ
て

い
る
。

今
回
は
伊
知
伊
知
地
区
で
行
わ
れ
て
い

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

畑ケ塚での神事の様子

勇壮な吟舞が奉納された

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　

▶ どのような作品を製作中です▶ どのような作品を製作中です
か？か？
田中さん▶田中さん▶人生の分岐点を感じ人生の分岐点を感じ
る時、人は自分の中にいろんな風る時、人は自分の中にいろんな風
を受けている気がします。流れに
ゆっくり乗れる穏やかな風。足取
りが重くなる向かい風。自分の意
思よりもどんどん進まなくてはい
けなくなる追い風。このムービー
で、何か心に風が吹いたらいい
なと思っています。そして、この
作品の舞台になる勝山市に興味
を持ってもらいたいです。
鮫川さん▶身近にあるものほど
気づけないですよね。日常の些
細な瞬間こそ、わくわくする瞬間
で、残したい思い出で、幸せな
瞬間であることを伝えたいです。

幸せの基準は、豊かさだけでは幸せの基準は、豊かさだけでは
ないということを改めて提示し、ないということを改めて提示し、
自分にとっての幸せとは何か、
故郷のあるすばらしさを考えて
みてほしいです。
▶意気込みをお願いします。
田中さん▶ロケハンで訪れるた
びに、勝山市が好きになりまし
た。勝山市の魅力を存分にPRさ
せていただきます！
鮫川さん▶勝山市の皆さんとと
もに作品を作れることをとても
うれしく思います。映画製作を
通じ、勝山の皆さん自身が勝山
市の魅力の一つだと確信してい
ただけると嬉しいです。

勝山市×日本大学芸術学部
芸術で勝山市をPR！！

田
た

中
なか

 里
さと

実
み

さん（23歳）
＝臨時職員（卒業生）＝

鮫
さめ

川
かわ

 愛
まな

美
み

さん（19歳）
＝1回生＝

※ 

広
報
か
つ
や
ま
10
月
号
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
の
写
真
の
撮
影
場
所
は
大
日
峠
で
は
な
く
新
又

越
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

　今回は特別インタビューとし
て、「ふるさと勝山回帰ショート
ムービー」を作成中の5作品の
内、2作品から田中さんと鮫川
さんにお話をお伺いしました。

田中さんチーム「かざぐるま」

サイレントムー
ビーを製作しま
す！

鮫川さんチーム「いろどり」

ミュージカルド
ラマを製作しま
す！

来春
公開予定

広報かつやま11月号 №768 　　 14

件数内訳 平成30年10月末 前年比

総件数 ３６３件 －２６件

人身事故
（うち高齢者）

１４件
（６）

－５件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

－１人
（－１）

傷　者 １６人 －６人

物損事故 ３４９件 －２１件

11月の納税

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,165人 3 －16 －13 9 －20 －11 11,141人 －24人
女 12,275人 6 －13 ―7 11 －28 －17 12,251人 ―24人

合　計 23,440人 9 －29 －20 20 －48 －28 23,392人 －48人
世帯数 7,976世帯 7,966世帯 －10世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第3期
納期限▶11月30日㈮　口座振替▶11月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　10月のマイステー
ジでは、脳トレーニ
ングと湯ったりカラ
オケが行われました。
湯ったりカラオケで
は常連のお客さまな
どが楽しまれました。
　11月18日㈰のマイステージは、午前10時～
10時45分「トロンボーン演奏」午前11時～ 11
時40分「落語の披露」午後2時～3時「楽器演奏」
を予定しています。ぜひお越しください。
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆ 油谷奈々恵さん主宰絵てがみサークル　絵て
がみ作品展

　「感じたことを、感じた
ままに。」それぞれの想い
を絵や文字に描きました。
どうぞご覧ください。
展示期間▶11月12日㈪～12月2日㈰
※18日㈰は教育会館休館日です
◆ 奥越特別支援学校　生徒作品展
　小学部・中学部・高等部の児童生徒が授業で制
作した作品や、作業で作った製品などを展示しま
す。
展 示期間▶12月３日㈪～１５日㈯
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

申・問

市
内
の
産
婦
人
科
を
利
用
し
よ
う
！

市
内
の
産
婦
人
科
を
利
用
し
よ
う
！

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
産
婦
人
科

に
常
勤
医
が
配
置
さ
れ
て
か
ら
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
っ
て
集
ま
っ
た
寄
付
金
な
ど
を

も
と
に
医
療
機
器
も
整
備
さ
れ
、

よ
り
一
層
充
実
し
た
医
療
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
30
週
ま
で
福
井
勝

山
総
合
病
院
で
定
期
の
妊
婦
健
診

を
受
け
、
出
産
連
携
支
援
に
よ
り

県
内
の
医
療
機
関
で
出
産
し
た
場

合
、
10
万
円
が
交
付
さ
れ
る
「
に

こ
に
こ
妊
婦
奨
励
金
」
制
度
も
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆利用者の声
　1人目の時は福井の
病院でしたが、つわり
がひどく通うのが大変
でした。その時から2
人目は近くの病院で、
と思っていましたので
福井勝山総合病院を選
びました。通ってみる
と近くてとても通いや
すかったです。特に今
年は大雪だったので、とても助かりました。
　また、福井の病院では、予約時間に健診に
行っても1時間以上待ち時間がありましたが、
福井勝山総合病院は予約時間に見てもらえ、
その後の会計もとても早くて良かったです。
　地元に産婦人科があるのはとても心強いこ
とです。安心して妊婦健診が受けられる体制
なので、そのまま出産ができるといいな、と
思います。

帰山友香さん（34歳）
泉ちゃん（６か月）　
＝猪野瀬地区＝

胎児心拍モニター
（写真②）母体搬送
などにも対応！

診察台(写真①)
音声案内機能が
好評！

①①

②②


